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◆ 活用内容

第１学年 「１０より おおきい かず」

単元のねらい：２０までの数について、構成と読み方、書き方を理解する。また、数の系列・

大小関係を理解し、数直線上に表す。

実 践 の 様 子：授業の始めの１０分を百玉そろばんの時間として設定し、数の構成や系列の

習熟のために活用した。

●２０までの数の数え方

・１つずつ玉を入れ、音に合わせて数を唱えていく。（２０まで）

「１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，

１１，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，２０」

・２つずつ玉を入れ、音に合わせて数を唱えていく。（２とび）

「２，４，６，８，１０，１２，１４，１６，１８，２０」

・５つずつ玉を入れ、音に合わせて数を唱えていく。（５とび）

「５，１０，１５，２０」

・２０から１つずつ玉を減らしていき、音に合わせて数を唱えていく。

「２０，１９，１８，１７，１６，１５，１４，１３，１２，１１，

１０，９，８，７，６，５，４，３，２，１，０」

・２０から２つずつ玉を減らしていき、音に合わせて数を唱えていく。

（２とび）「２０，１８，１６，１４，１２，１０，８，６，４，２，０」

・２０から５つずつ玉を減らしていき、音に合わせて数を唱えていく。

（５とび）「２０，１５，１０，５，０」

●２０までの数の合成・分解

・百玉そろばんで階段を作り、１０の合成を唱えていく。

「１と９で１０，２と８で１０，３と７で１０・・・」

続いて１０と○でというように１０以上の数の合成を唱えていく。

「１０と１で１１，１０と２で１２，１０と３で１３・・・・」

・１０の分解を唱えていきながら、百玉そろばんを分けていく。

「１０は１と９，１０は２と８，１０は３と７・・・」

同様にして２０までの分解を唱えていく。

「１１は１０と１，１２は１０と２，１３は１０と３・・・」

●ばらばらで
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◆ 成果（児童の反応、期待など）

・初めは珍しそうに操作をしていた児童。右に左に動かしたり、カチっと音がするのを楽

しんだり、玉で形を作ってみたり、自由に操作する時間を設け、百玉そろばんに慣れ親

しんだ。

・数を数える場面では、全員の音がカチっと揃うことに心地よさを感じるていた。

・具体物を見ながら数えたり、自分で操作しながら数えたりすることができるので、数を

捉えやすかったのではないかと感じた。

・数直線上に表す際も、「これは、２とびだ」「これは、下りの５とび」など、児童から声

がでてきた。授業の始めに百玉そろばんを使って繰り返し確認していたため、児童にと

ってイメージしやすく、効果的だったと感じる。合成や分解においても、具体物の移動

を確認しながら行うことができるので、理解に時間がかかる児童にとっても助かってい

る様子である。

・算数ブロックのように１つ１つがばらばらにならず、つながっているので操作しやすい

と感じた。また、100 こという数の多さも、算数ブロックにはないよさがある。

・今後、繰り上がりのあるたしざんや、繰り下がりのあるひきざん、おおきいかず（100

までのかず）など数に関した単元が多くある。有効的な活用方法を考えていきたい。


